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ノクセラー TOT-Nについて(1)

弊社で新らたに市販する加硫促進剤ノクセラー

TOT-Nについて紹介する，

ノクセラーTOT-Nの特徴

1. 各種ココムの硫黄加硫促進剤として有効である（耐ス

コーチ性，高速加硫性）・

2. ノンブルーム性であり， EPDMに好適である・

3. EPDMと他のゴム (NR,SBR, NBRなど）とのプレ

ンド系配合に対して好適である．

4. 非汚染性であり白色配合に好適である・

5. 加硫ゴムから Nーニトロソアミンの揮発発生が無い・

ノクセラーTOT-Nの化学名，性状

化学名（有効成分）：テトラキス(2-エチルヘキシル）チ

ウラムジスルフィド

［（？邸H3Lfi
CH3(CH山CHCH2 2 NCS』

外 観：微黄色粉状

分子量

633.18 

灰分： 29.5%士2.5%

加熱減量： 6%以下

比重： 1.34 

既存化学物質名簿番号： (2) 1826 

変異原性：陰性(Ames試験）

ノクセラーTOT-NはNR,SBR, EPDM, NBR, IIR 

などの硫黄加硫促進剤として有効である，今回は，

EPDM配合及び NR配合に対する加硫特性について紹

介する，

表 1に示すEPDM配合に基づいたノクセラーTOT-

Nの加硫特性を表 2, 図 1に示す， EPDMの硫黄加硫

では高速加硫性とノンプルーム性を考慮して，通常，

3~5種類の加硫促進剤が併用される（一例として表2の

配合No.3のTT/TRA/BZ/DM),TOT-Nも他の促進

剤との併用で使用する，併用する促進剤の種類は要求さ

れる加硫特性，加硫物外観，衛生性などによって適宜選

択できる，ここでは， ノクセラー ZTC(ジベンジルジチ

オカルバミ‘ノ酸亜鉛）， ノクセラーCZ,ノクセラーM

を併用した場合の加硫特性を示す， TOT-Nをベースと

した併用配合系(No,1~2)の加硫特性は，従来促進剤併

用配合系(No.3)と同程度である， TOT-Nは分子量が

大きいため， TTなどに比べて配合量の増量が必要であ

(97) 

るが， TT,TET,TRAの代替が可能である．また，

TOT-Nは多量に配合してもプルームしないため，加硫

ゴム表面の外観が良好である．

また， TOT-N及びTOT-N/ZTC/CZ併用配合の

EPDM加硫ゴムからは，揮発性のニトロリアミソは検

出されず（表 4), ニトロソアミ、ノの揮発発生のないゴム

製品の要求に対して TOT-Nは有効であることがわか

ったo,

次に NR配合では， TOT-NはTTと同様，二次加

硫促進剤として有効であり， CZやDMなどの一次加硫

促進剤と併用することにより，高速加硫性を示す．

TOT-Nの特徴は，耐スコーチ性を損うことなく高速加

硫性を示すことである (TT,TET, TBT-Nの併用は，

高速加硫性を示すが，耐スコーチ性は悪くなる） . NR 

配合における CZ/TOT-N併用系の加硫曲線を図2に

示す．耐スコーチ性，高速加硫性，平坦加硫性を示すこ

とがわかる．
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〔実験〕

1. EPDM配合におけるノクセラーTOT-Nの加硫特性
表 1 配合

EPDM* 

ステアリン酸

酸化亜鉛

バラフィソ系油

FEFカーボンプラック
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表 2 加硫特性(EPDM配合）

ぃ~o. 2 3 
加硫促進剤

TOT-N 2.0 2.0 

ZTC 0,5 0,5 

CZ 1.5 1.5 

M 1.0 

2. 加硫ゴムから発生するニトロ｀）アミンの測定
表 3 配合

TT 

TRA 

BZ 

DM  

〔ムーニースコーチ試験〕 ML-1 (135℃) 
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〔レオメータ加硫試験〕 ODR-100(160℃) 

0.5 

0.5 
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1.0 

EPDM* 100 

ステアリ‘ノ酸 1 

酸化亜鉛 5 

FEFブラック 150 

バラフィン系油 120 

加硫系 表4
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MttF(N・m) 

lo(to) 

＇ 
lo(90) 

2.3 2.3 

5.8'3.7' 
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〔引張試験〕 160℃, 25分プレス加硫

冗 (MPa) 12.3 12.3 12.8 

恥(%) 500 460 430 

M100(MPa) 2.5 2.9 3.3 

M300 (MP a) 7 .6 8.8 10.4 
------------------------------------------------------------------

〔硬さ〕Hs (JIS A) 64 65 66 
---・---------------------・、---------------------------------------
〔圧縮永久ひずみ試験〕 160℃, 30分プレス加硫．
100℃, 22 h, CS(%) 31 31 31 
-----・ ・-------------------------------------------------------・ー・一
〔加硫物のプルーム観察〕160℃, 25分プレス加硫，目視

室温放置(1ヶ月） 無し 無し 無し

// (3ヶ月） 無し 無し くもり有り

2 

（日'N)、4こ

表 4 ニトロソアミソ測定2)

加硫~o. 2 3 4 

硫黄 1.5 1. 5 1.0 1.0 

TOT-N 3,95 2.0 

TT 0.5 

ZTC 0.5 

CZ 1.5 

TRA 0.5 

BZ 1.0 

DM  1.0 

加硫温度（℃） 160 160 160 160 

加硫時間（分） 40 40 30 30 
--------------------------------------------------------心平―-------

(ニμgト/kロgソ加ア硫ミゴソム量） N.D, 1.82 N.D. 1.16 

N.D.: 検出されず

3. NR配合におけるノクセラーTOT-Nの加硫挙動
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図 1 EPDM配合加硫曲線図（レオメータ ODR-100,

160℃) 
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図2 NR配合加硫曲線図(JSRlII型， 145℃)
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〔配合〕 NR 100, ステアリ、ノ酸 1, 酸化亜鉛 5,HAFブ

ラック40,硫黄1.5, 加硫促進剤図中
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